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▶令和７年１月に瀬峰署管内（登米・栗原地区）で発生した休業４日以上の労働災害発生
件数を集計したところ、昨年に比べて大幅に増加（前年同時期比︓160％増）しているこ
とが明らかとなりました。その原因の一つに転倒災害の多発が挙げられます。１月に発生
した13件のうち、７件が転倒による災害でした。冬季特有の転倒を防止することに加えて、
作業場内の段差、床面の状況等をチェックし、不安全な箇所が認められた場合には、速
やかにリスクの軽減を図りましょう。※裏面参照
▶宮城県内で令和７年１月に発生した休業４日以上の労働災害も前年に比べて増加して
おります（令和６年94件→令和７年123件 30.9%増）。

労働災害（転倒災害）多発
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※休業4日以上（新型コロナウイルス感染症を除く）
令和7年２月７日現在瀬峰署労働災害発生状況

労働条件通知書について
昨年４月に労働条件通知書により明示

すべき事項が増えましたが、以前から使
用している労働条件通知書を引き続き使
用しているケースが少なからず見受けら
れます。使用している労働条件通知書が
法定の明示事項を網羅したものとなって
いるのかチェックしていただきたく思い
ます。
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ストレスチェックについて

転倒災害の防止についてについて
これまでに何度も転倒災害の防止について取り上げてきましたが、表面に記

載のとおりの状況ですので、今一度、転倒災害の防止に取り組んでいただきま
すようお願い申し上げます。

１ 凍結した通路等で滑って転倒（25％）
→従業員用通路の除雪・融雪。凍結しやすい箇所には融雪マット等を設置する。

２ 作業場や通路にこぼれていた水、洗剤、油等により滑って転倒（19％）
→水、洗剤、油等がこぼれていることのない状態を維持する。清掃中エリアの立入禁止、清
掃後乾いた状態を確認してからの開放の徹底。

３ 水場（食品加工場等）で滑って転倒（16％）
→滑りにくい履物の使用。防滑床材・防滑グレーチング等の導入。

４ 雨で濡れた通路等で滑って転倒（15％）
→雨天時等に滑りやすい敷地内の場所を確認し、防滑処置等の対策を行う。
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宮城県内の事業場におけるストレスチェックの実施状況（宮城労働局健康安全課調べ：令和6年）

50人以上の労働者を使用する事
業場につきましては、既にストレ
スチェックの実施が義務付けられ
ておりますが、今後、50人未満の
事業場においても義務化される動
きがあります（現時点では努力義
務）。50人未満の事業場におきま
しても積極的にストレスチェック
に取り組まれますようお願い申し
上げます。

宮城労働局ホームページ（メンタルヘルス対策）
メンタルヘルス対策に関する様々な情報を掲載しています。


